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クロマグロ( 幼魚の魚群行動に与える照度の影響
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魚がどのようにして群れを形成するかは一･見複雑 unTh mLSO は高速巡航遊泳能力をもち,

太平洋の熱帯 ･温帯域を大回避するサバ科の大型

魚である｡高い稲光的価値を持つ魚であるが,近

年その資源数が減少 し続けているといわれてい

る.市場への安定供給 と天然資源の回復のため近

畿大学水産研究所では柾苗生産 ･亜殖技術の研究
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V),ほとんどの健で照度が下がるにつれて群れを

形成しなくなることが掩告されている-′J'･｡また幼

魚期における魚群行動はサバfニトの多くの種でも研 

d=されているが,近年人T種菌生産に成功したクi .tt

ロマグロに槻しては幼魚期の行劫に関する知見が

殆 ど無 い0 本研究 対 象機であ る クロマ グロ 
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緒言

群れrT動は魚粉が示すふよも普遍的な行動の 1つ

であり,被食リスクの軽減や索帥効率の向上,あ

るいは′ヒ I ･aために群れを形成すると#J効率の向 L.)

考えられているl･.
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そうに比えるが,群れを形成する各個体が受ける

感覚刺激に対する皮応行動とそれに伴う各個体l副

の連鎖によって別発すると考えられるO通常 ,騨

れを形成 ･維持する上で視rL'ほ舷も亜要な感覚器

境の彫サ削ますでにいくつかの俺で研究が進んでお 200を行っており,2 年には完令避砲を達成した｡
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では群れを形成できないことが明らかになった｡ 
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個体間距離を大きくとって近くを泳く･数個体だけ
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を軽減させているのかもしれない｡
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照度環境において明順応状態となり整然とした群

本研究は21世紀COEプログラム ｢クロマグロ

等の魚頬養殖産業支援型研究拠点｣の研究の一部

によったことを付記するとともに,本プログラム

遂行にあたりご協力いただいた関係者各位に深謝

致します｡
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